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生徒のみなさん、夏休みが 20 日ほど過ぎましたが、元気に過ごせてい

ますか？せっかくの長期休業です。家族と過ごす時間を大切にしたり、図

書館や博物館に出かけたり、これまでやってみたかったことに挑戦したり

と、充実した日々を送れていたら嬉しいですね。ただし、大変暑い時期が

続いています。熱中症などの体調管理にはくれぐれも気をつけて過ごしてください。 

さて、今日は「競争」と「切磋琢磨（せっさたくま）」について話をします。 

高校入試が近づいてくると、どうしても不安が大きくなり、「他の人の成績と、自分の成績を比

べたり」して、「勝ち負け」に心が奪われそうになることがあります。しかし、皆さんには、「勝

つこと」を目標にするのではなく、「目標を定め、目標達成に向けて、精一杯大きく成長するこ

と」を目標に取り組んで欲しいと思います。 

だからこそ、この庄内中学校では「切磋琢磨」を大切にしてほしいと考えています。 

切磋琢磨とは、誰かを負かすための競争ではありません。 

自分の目指す未来（目標）に向かって努力する者同士が、お互いに刺激を与え合い、支え合っ

て共にどこまでも伸びていくことです。自分の限界を決めずに努力し続けることは、一人だけで

は挫けそうになることもあります。けれど、隣で本気で目標に向かっている仲間の姿があったら、

「自分も、もっと頑張ろう！」と背中を押されるものです。分からないところを教え合い、不安

なときは寄り添うことで、一人では到達できなかった高さまで、自分自身を高めることができる

はずです。是非この夏は、一人で頑張るのではなく、友達とお互いに支え合い、刺激し合いなが

ら、最後まで成長してください。 

２学期の始業式に、一回り成長した皆さんに会えることを、楽しみにしています。 

また、このようにして友達と共に学び、高め合った体験は、入試だけではなく、皆さんのこれ

からの人生を支える本当の力になります。学校は、誰かと順位を競うだけの場所ではありません。

仲間がいるからこそ、自分が一番大きく伸びることができる場所です。 

それぞれの夢や目標の実現に向けて、お互いを心から応援し、高め合っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花とみどり 第１１号  

「残りの夏休みも、 
仲間と共に大きく伸びる期間に」 



 

「考えるって楽しい！」 
今年の夏は連日 35 度を超える猛暑が続いています。生徒の皆さん、保護者の皆さま、熱中症

にはくれぐれもご注意ください。 

さて、こんな暑い夏だからこそ、日が暮れてからの時間をご家族で楽しんでみませんか？ 

最近は夜の博物館や水族館、夜の動物園も人気です。「昼と何が違うのかな？」と想像を膨らませ

て巡るのも、夜ならではの魅力です。暑さが和らぐ夕方、月明かりのもとで「夜涼み」をしなが

ら家族で語り合うのも素敵な時間です。 

このように「夏の過ごし方」に思いを巡らせていると、今年の春休みに「神山まるごと高専」

が出していた【春休みの課題】を思い出しました。「考える楽しさ」が詰まったその課題は、次の

ようなものでした。 

 

 

 

 

 

 

この課題の趣旨は、次のような内容です。 

「AI に尋ねれば、たいていの『正解』が数秒でわかる時代になりました。 

このような新しい時代において、私たち人間に求められているものは何でしょうか。 

それは、『正解のない問いに向き合う力』です。 

そして、自分だけのユニークなアイデアを文章にし、『相手にわかりやすく表現する力』も同じ

くらい重要になります。皆さんも、そうした問いを見つけ、考える力を身につけてみませんか？」 

というものです。皆さんも、チャレンジしてみてはいかがですか。 

ちなみに、今年の夏休みの課題テーマは、  

「子どもが使いたくなる、『持ち運べる○○』の商品をデザインしよう！」 

興味のある人は、右の QR コード、または下記のリンクからアクセスしてみてくだ

さい。https://kamiyamakosen-edu.note.jp/n/n735ee23b3867 

 

夏休み中も大活躍！の庄内中学校の生徒達 

・７月１８日（土）：筑豊大会 大会結果 

野球部 庄内・穂波東 vs 中間 BBC 0－７ 惜しくも敗退 

女子卓球部 庄内 vs 直方第二 １－３ 惜しくも敗退 

男子バスケ 庄内 vs 直方第二 40-71 惜しくも敗退 

・７月１９日（日）：３年 中山颯宝くん カラテドリームフェスティバル国際大会 準優勝 

・7 月 22 日（水）：福岡県放送コンテスト 朗読部門  

赤松さん ８位入賞 アナウンス部門  手柴くん 惜しくも入賞ならず 

・7 月 24 日（金）：地域清掃ボランティア 130 名参加 （今年も、地域の野見山さん達にご支援を頂きました。） 

・７月２５日（土）：吹奏楽部 筑豊吹奏楽コンクール 銀賞 

・7 月 26 日（日）：多田妙見神社のお祭り：吹奏楽部演奏 

・７月３１日（金）：美術部 九産大付属九州高校 美術交流会参加 

・8 月 2 日（日）：放送部 「ピアノ EKIDEN コンサート」アナウンス 

少年の主張大会 3 年 津野くん「「ラスー」が教えてくれたこと」 

3年 根笈くん「My Hoodから響かせろ～僕がラップで夢を咲かせる理由～」 

・8 月 3 日（月）：学習会（近大福岡高校 本校卒業生 15 名来校） 

・8 月 5 日（水）：学習会（近大福岡高校 本校卒業生 11 名来校予定） 

    ※8 月２４、２８日の 2 日間も 13：00 から行います。 

宿題が終わっていない人、近大福岡に興味がある人、どんどん、参加してください。 

「火星からの留学生に地球を楽しんでもらうには？」 

20XX 年、火星では火星の環境を克服して、地球人が生活するようになっています。そ

して今回、火星生まれ火星育ちの中学生が初めて地球に帰り、あなたの学校に短期留学す

ることになりました。あなたなら、この留学生をどこへ連れて行き、何を体験してもらい

ますか？火星と地球の状況の違いを踏まえ、600 文字以内に考えをまとめてください。 

 

https://kamiyamakosen-edu.note.jp/n/n735ee23b3867

